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域

■

来
迎
堂
町
の
名
の
い
わ
れ

今
回
は
、
本
シ
リ
ー
ズ
第
20
回
の
地
域
の
北
側
を
め
ぐ
る
こ
と
に
し
ま

し
ょ
う
。
こ
こ
は
、
第
2
回
で
紹
介
し
た
地
域
の
西
側
で
も
あ
り
ま
す
。

ま
ず
、
堀
川
警
察
署
の
前
を
北
へ
、
松
原
通
を
渡
っ
た
と
こ
ろ
。
堀
川
通

の
西
側
歩
道
の
植
え
込
み
の
中
に
、
　ほ
く北　
　ら
い来　
　じ地　
　ぞ
う蔵　
　ぼ菩　
　さ
つ薩　
（
下
京
区
堀
川
通
松
原

上
ル
来
迎
堂
町
）
の
小
祠
が
あ
り
ま
す
。

京
都
市
に
よ
る
、
簡
潔
か
つ
要
を
え
た
駒
札
が
立
っ
て
い
ま
す
の
で
、
引

用
し
ま
す
。

　ほ
く北　
　ら
い来　
　じ地　
　ぞ
う蔵　
　ぼ菩　
　さ
つ薩　

こ
こ
に
は
、
松
原
通
堀
川
　に
し
い
る

西
入　
の
　き
た
も
ん
ぜ
ん
ち
ょ
う

北
門
前
町　
及
び
　ら
い
ご
う
ど
う
ち
ょ
う

来
迎
堂
町　
の

地
蔵
菩
薩
像
二
体
が
　ま
つ祀　
ら
れ
て
い
る
。

北
門
前
町
は
、
松
原
通
の
南
の
町
内
で
、
町
名
は
日
蓮
宗
の
大

本
山
　ほ
ん
こ
く
じ

本
圀
寺　
の
北
門
前
に
位
置
す
る
こ
と
に
由
来
す
る
。
ま
た
、

来
迎
堂
町
は
、
松
原
通
の
北
の
町
内
で
、
町
名
は
　て
ん
に
ん

天
仁　
二
年
（
一

一
〇
九
）
に
こ
の
地
に
創
建
さ
れ
た
寺
院
で
あ
る
来
迎
堂
に
由
来

す
る
。

両
町
と
も
、
天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
の
大
火
で
　り罹　
　さ
い災　
し
た

が
、
そ
の
後
、
町
内
の
人
々
の
深
い
地
蔵
信
仰
に
支
え
ら
れ
て
つ

く
ら
れ
た
の
が
、
こ
の
地
蔵
菩
薩
像
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

町
名
看
板
の
所
在
（
四
条
大
宮
の
東
南
地
域
）

こ
れ
ら
の
地
蔵
菩
薩
像
は
、
近
年
町
内
の
古
老
の
家
で
祀
ら
れ

て
い
た
が
、
堀
川
通
の
　あ
ん
き
ょ

暗
渠　
整
備
に
伴
い
、
町
内
の
人
々
に
よ
っ

て
地
蔵
堂
が
建
設
さ
れ
、
こ
こ
に
安
置
さ
れ
た
。

地
蔵
菩
薩
像
は
、
北
門
前
町
が
立
像
、
来
迎
堂
町
が
坐
像
で
あ

る
が
、
い
ず
れ
も
江
戸
時
代
に
つ
く
ら
れ
た
木
彫
の
貴
重
な
も
の

で
あ
る
。

な
お
、
北
来
の
名
称
は
、
北
門
前
町
と
来
迎
堂
町
の
頭
文
字
を

と
っ
た
も
の
で
昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
よ
り
一
般
に
こ
の
よ
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北
来
地
蔵
菩
薩

駒
札

う
に
呼
ば
れ
て
い
る
。

駒
札
に
よ
れ
ば
、
来
迎
堂
町
の
由
来
は
「
　て
ん
に
ん

天
仁　
二
年
（
一
一
〇
九
）
に
こ

の
地
に
創
建
さ
れ
た
寺
院
で
あ
る
来
迎
堂
に
由
来
す
る
」
と
あ
り
ま
す
。
こ

の
来
迎
堂
は
移
転
し
て
、
今
は
来
迎
堂
新
善
光
寺
（
下
京
区
富
小
路
五
条
下

ル
）
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
（
本
シ
リ
ー
ズ
の
第
12
回
参
照
）。
駒
札
の
記
載

を
、
古
典
籍
に
よ
っ
て
確
か
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

『
山
城
名
勝
志
』
巻
之
五
の
「
來
迎
堂
」
の
項
に
は
、

來
迎
堂
　元　在
二　
五
條
堀
川
ノ
西
北
側
、
來
迎
堂
ノ
　町
一　
今
　遷
二　
富
ノ
小
路
六
條
ノ

坊
門
ノ
　
、
南
一　

○
本
尊
　模
二　
信
州
善
光
寺
ノ
　
、
像
一　

故
　號
二　
新
善
光
　
、
寺
一　　

『
山
城
名
勝
志
』、
大
島
武
好
、
宝
永
二
年
〔
一
七
〇
五
〕

『
改
定
史
籍
集
覧
』
二
二
巻
、
近
藤
瓶
城
編
、
臨
川
書
店
、
一
九
八
四

新
加
通
記
類
第
一
八

（
書
き
下
し
文
）

　ら
い
が
う
だ
う

來
迎
堂　
（
　も
と元　
は
、
五
條
堀
川
の
西
北
側
、
來
迎
堂
の
町
に
在
り
。

　い
ま今　
は
、
富
の
小
路
六
條
の
坊
門
の
南
に
　う
つ遷　
る
。
○
本
尊
は
、
信
州

善
光
寺
の
像
を
模
す
。
故
に
、
新
善
光
寺
と
號
す
。）

と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
一
文
の
五
条
通
は
今
の
松
原
通
の
こ
と
で
、

六
条
坊
門
は
今
の
五
条
通
の
こ
と
。
当
時
（
一
七
〇
五
年
頃
）
は
、
松
原

通
の
名
前
が
す
で
に
あ
っ
た
は
ず
で
す
が
（『
都
名
所
図
会
』（
一
七
八
〇
）

で
は
松
原
通
の
名
称
を
使
っ
て
い
ま
す
）、『
山
城
名
勝
志
』
で
は
松
原
通
を

正
式
名
の
五
条
通
と
書
い
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
永
禄
一
二
年
〔
一
五
六

九
〕
八
月
九
日
付
の
古
文
書
を
引
い
て
、「
新
善
光
寺
　号來迎堂　
領
と
し
て
、
洛
中

高
辻
堀
川
と
五
条
の
間
に
敷
地
四
町
な
ど
が
あ
っ
た
」
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て

い
ま
す
。

『
山
城
名
跡
巡
行
志
』
第
一
の
「
來
迎
堂
」
の
記
載
を
次
に
示
し
ま
す
。

こ
こ
に
は
、「
鳥
羽
院
が
天
仁
二
年
〔
一
一
〇
九
〕
に
建
立
し
た
」
と
い
う

記
載
が
あ
り
ま
す
。

來
迎
堂
　　號二　
新
善

光
　寺
一　
　
、
　リ在
二　
富
小
路
　　云二　
下

寺
　町
一　　
六
條
坊
　ノ門　
　ニ

。
南
一　
　
宗
旨
　浄
土
宗同　。

門
堂
　西向　。
本
尊
、
善
光
　ニ寺　
　ス模
レ　
　ヲ形　
　縁起略之　
。
鳥
羽
院
、
天
仁
二
年
建
　ス立　
。

　ク
ハ
舊　
　リ在
二　
五
條
堀
　ノ川　
　ニ西
一　
　來迎堂町　
。

『
山
城
名
跡
巡
行
志
』、
僧
浄
慧
、
宝
暦
四
年
〔
一
七
五
四
年
〕

『
新
修
京
都
叢
書
第
十
巻
山
城
名
跡
巡
行
志
・
京
町
鑑
』
光
彩
社
、
一
九
六
八

（
書
き
下
し
文
）

來
迎
堂
（
新
善
光
寺
と
號
す
）、
富
小
路
（
下
寺
町
と
云
ふ
）
六

條
坊
門
の
南
に
在
り
。
宗
旨
は
同
じ
（
浄
土
宗
）。
門
堂
は
西
向
。
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本
尊
は
善
光
寺
に
形
を
模
す
（
縁
起
、
之
を
略
す
）。
鳥
羽
院
、

天
仁
二
年
に
建
立
す
。
　ふ
る舊　
く
は
五
條
堀
川
の
西
（
來
迎
堂
町
）
に

在
り
。

こ
れ
ら
の
古
典
籍
の
記
述
は
、
来
迎
堂
町
を
含
む
一
角
に
、
元
の
来
迎

堂
が
建
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
来
迎
堂
が
下
寺
町
に
移
っ
た
の

は
、
豊
臣
秀
吉
の
京
都
改
造
の
時
（
天
正
一
九
年
〔
一
五
九
一
〕）
で
す
か

ら
（
本
シ
リ
ー
ズ
の
第
12
回
参
照
）、
す
で
に
四
百
年
以
上
前
の
こ
と
に
由

来
す
る
町
名
で
す
。

■

西
堀
川
通
・
東
堀
川
通
は
消
え
た

駒
札
に
は
、「
堀
川
通
の
　あ
ん
き
ょ

暗
渠　
整
備
に
伴
い
」
と
あ
り
、
さ
ら
に
「
昭
和

十
五
年
よ
り
」
と
い
う
文
言
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
文
言
は
ご
く
さ
り
げ

な
く
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、
北
来
地
蔵
菩
薩
を
こ
の
よ
う
な
形
で
祭
ら
ざ
る

を
え
な
か
っ
た
、
深
い
事
情
（
太
平
洋
戦
争
時
の
強
制
疎
開
）
が
隠
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
あ
た
り
の
変
化
を
、
堀
川
に
沿
っ
た
西
堀
川
通
と
東
堀
川
通

（
ど
ち
ら
も
こ
の
あ
た
り
に
は
、
今
は
あ
り
ま
せ
ん
）
に
注
目
し
て
、
時
代

を
追
っ
て
調
べ
て
ゆ
く
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
ず
、
日
文
研
の
サ
イ
ト

http://tois.nichibun.ac.jp/chizu/im
ages/26.htm

l

か
ら
、（
イ
）『
改
正
新
板
京
都
区
組
明
細
図
』（
明
治
一
八
年
〔
一
八
八
五
〕）

の
一
部
を
切
り
取
っ
て
引
用
し
ま
し
ょ
う
。
堀
川
の
東
に
は
東
堀
川
通
、
西

に
は
西
堀
川
通
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
西
堀
川
通
は
、
松
原
通
を
越
え
て
南

下
し
、
本
圀
寺
の
東
門
（
堀
川
警
察
署
の
南
、
題
目
碑
の
あ
る
と
こ
ろ
、
本

シ
リ
ー
ズ
の
第
20
回
参
照
）
の
前
で
突
き
当
た
っ
て
、
東
に
折
れ
て
、
橋
を

渡
り
東
堀
川
通
と
合
流
し
ま
す
。
な
お
、
こ
の
図
で
、
堀
川
か
ら
分
か
れ
た

四
条
川
の
流
路
が
四
条
通
沿
い
に
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
松
原
通
の
少

し
北
に
も
西
に
延
び
る
分
流
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
水
路
は
、
い
ま
は
埋

め
立
て
ら
れ
て
消
滅
し
て
い
ま
す
。

一
緒
に
並
べ
た
（
ロ
）『
最
新
京
都
市
街
地
図
い
ろ
は
引
早
わ
か
り
』
は

大
正
一
三
年
〔
一
九
二
四
〕
の
地
図
で
す
。
堀
川
警
察
署
の
表
示
が
あ
る
の

で
、
西
堀
川
通
に
つ
い
て
、
よ
り
正
確
な
情
報
が
え
ら
れ
ま
す
。（
イ
）
と

同
様
に
、
本
圀
寺
の
東
門
の
と
こ
ろ
（
堀
川
警
察
署
の
東
南
側
）
で
突
き
当

た
っ
て
い
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
ま
す
。
鉤
形
に
曲
が
っ
た
所
で
堀
川
を
渡

る
橋
が
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
同
じ
大
正
一
三
年
〔
一
九
二
四
〕
に
発
行
さ
れ
た
（
ハ
）『
実

地
踏
測
京
都
市
街
全
図
』
で
は
、
西
堀
川
通
は
五
条
通
ま
で
通
じ
て
い
る

こ
と
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
多
分
（
ロ
）
の
地
図
は
、
改
訂
が
間
に
合
わ

な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。（
ロ
）
と
（
ハ
）
を
比
較
す
る
と
、
堀
川
を
渡
る

橋
が
万
寿
寺
通
の
延
長
上
に
付
け
替
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

（
ハ
）
で
わ
か
る
よ
う
に
、
五
条
か
ら
南
は
西
堀
川
通
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
東
堀
川
通
は
万
寿
寺
通
で
行
き
止
ま
り
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
（
地
図
（
ロ
）
で
は
、
五
条
ま
で
道
が
あ
る
よ
う
に
も
解
釈
で
き
ま

す
が
、（
イ
）
と
（
ハ
）
に
な
い
の
で
、
多
分
誤
記
だ
と
推
測
で
き
ま
す
）。

こ
れ
ら
を
総
合
す
る
と
、
す
く
な
く
と
も
大
正
一
二
年
〔
一
九
二
三
〕
頃
に

は
、
西
堀
川
通
が
五
条
通
ま
で
通
じ
た
と
い
え
ま
す
。

こ
の
あ
た
り
は
、
太
平
洋
戦
争
の
と
き
に
、
大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。
そ

れ
は
、
い
わ
ゆ
る
「
強
制
疎
開
」
が
お
こ
な
わ
れ
た
か
ら
で
す
。
戦
時
と

は
い
え
、
法
治
国
家
も
何
も
あ
っ
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
強
制
疎
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（イ）『改正新板京都区組明細図』
〔1885 年〕の来迎町付近

（ロ）『最新京都市街地図いろは
引早わかり』〔1924年〕の来迎町
付近

（ハ）『実地踏測京都市街全図』
〔1924 年〕の来迎町付近

（
国
際
日
本
文
化
セ
ン
タ
ー
「
地
図
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
よ
り
、

一
部
を
切
り
取
り
加
工
）

開
は
敗
戦
直
前
（
昭
和
二
〇
年
〔
一
九
四
五
〕）
に
お
こ
な
わ
れ
た
の
で
す

が
、
北
来
地
蔵
と
し
て
昭
和
十
五
年
〔
一
九
四
〇
〕
に
祭
ら
れ
た
祠
（
駒
札

の
「
昭
和
十
五
年
」
の
文
言
か
ら
の
推
測
）
が
こ
の
と
き
に
撤
去
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
、
駒
札
に
「
近
年
町
内
の
古
老
の
家
で
祀
ら
れ
て
い
た
が
」
と
あ

る
よ
う
に
、
個
人
宅
に
保
管
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

敗
戦
直
後
（
昭
和
二
一
年
〔
一
九
四
六
〕）
の
生
々
し
い
航
空
写
真(

写

真
名U

SA
-R

275-A
-7-132)

が
、
国
土
地
理
院
の
国
土
変
遷
ア
ー
カ
イ
ブ

（
空
中
写
真
閲
覧http://archive.gsi.go.jp/airphoto/

）
で
閲
覧
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
東
堀
川
通
東
側
の
被
害
が
甚
大
で
す
が
、
西
堀
川
通
の
西

側
に
も
強
制
疎
開
の
跡
が
は
っ
き
り
と
わ
か
り
ま
す
。
特
徴
的
な
の
は
、
西

堀
川
通
に
面
し
た
堀
川
警
察
署
の
車
寄
せ
に
い
た
る
ア
プ
ロ
ー
チ
の
跡
（
半

円
形
）
で
、
こ
れ
を
目
印
に
す
る
と
、
半
円
形
を
ほ
ぼ
含
む
線
ま
で
強
制
疎

開
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
半
円
形
ア
プ
ロ
ー
チ
は
削

ら
れ
ま
し
た
が
、
現
在
の
堀
川
警
察
署
の
正
面
の
緑
地
帯
と
し
て
、
申
し
訳

程
度
に
残
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
半
円
形
の
緑
地
帯
は
、「
強
制
疎
開
の
と
き

に
残
っ
た
」
と
し
て
記
念
碑
で
も
建
て
て
残
し
て
お
く
べ
き
で
し
ょ
う
。

こ
の
あ
た
り
の
強
制
疎
開
の
範
囲
を
図
で
示
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
こ
の

図
は
、
現
在
の
地
図
に
、
敗
戦
直
後
（
昭
和
二
一
年
〔
一
九
四
六
〕）
の
航

空
写
真(

写
真
名U

SA
-R

275-A
-7-132)

に
よ
る
情
報
を
書
き
加
え
た
も

の
で
す
。
強
制
疎
開
の
範
囲
を
赤
い
ハ
ッ
チ
ン
グ
で
示
し
て
お
き
ま
し
た
。

目
印
の
堀
川
警
察
署
前
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
跡
（
半
円
形
）
も
手
書
き
で
書
き

込
ん
で
お
き
ま
し
た
。
図
に
す
る
と
、「
強
制
疎
開
に
よ
る
破
壊
が
い
か
に

広
範
囲
で
あ
っ
た
か
」
を
あ
ら
た
め
て
実
感
で
き
ま
す
ね
。

強
制
疎
開
の
あ
と
は
、
元
に
戻
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
現
在
と
ほ
ぼ
同
じ

道
幅
の
堀
川
通
と
し
て
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
三
六
年
〔
一
九
六
一
〕
の
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堀
川
警
察
署
前
に
残
っ
た
半
円
形
ア
プ
ロ
ー
チ

航
空
写
真
（
写
真
名M

K
K

614-C
6-6944)

で
は
、
す
で
に
西
堀
川
通
を

吸
収
し
た
形
で
、
堀
川
通
が
開
通
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
堀
川
は

開
渠
の
ま
ま
残
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
時
点
で
も
、
堀
川
警
察
署
の
半
円
形
ア

プ
ロ
ー
チ
が
、
新
し
い
堀
川
通
の
道
路
脇
に
残
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
堀
川
通
の
整
備
は
、
来
た
る
べ
き
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
先
読
み
し

た
決
定
だ
っ
た
と
は
お
も
い
ま
す
が
、
強
制
疎
開
さ
せ
ら
れ
た
住
民
の
側
は

た
ま
っ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
ね
。
そ
し
て
現
在
は
、
ゆ
き
す
ぎ

た
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
結
果
、
生
活
の
質
が
次
第
に
下
が
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。

堀
川
は
、
昭
和
三
八
年
〔
一
九
六
三
〕
に
第
二
疎
水
分
線
と
　こ
が
わ

小
川　
か
ら
の

堀
川
通
の
高
辻
〜
五
条
間
の
強
制
疎
開
（
概
要
）

導
水
が
廃
止
さ
れ
た
の
に
と
も
な
っ
て
、
三
面
コ
ン
ク
リ
ー
ト
化
と
暗
渠
化

が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
あ
た
り
も
、
堀
川
の
暗
渠
化
に
よ
っ
て
、
ま

た
ま
た
変
化
し
ま
す
。
駒
札
に
も
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
と
き
に
、
現
在
の
北

来
地
蔵
堂
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
昭
和
四
四
年
〔
一
九
六
九
〕
の
航
空
写
真

（
写
真
名M

K
K

693X
-C

5-29)

で
は
、
す
で
に
暗
渠
に
な
っ
て
い
る
よ
う

で
す
（
工
事
中
か
も
し
れ
な
い
。
要
調
査
）。
現
在
の
航
空
写
真
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
地
図
サ
ー
ビ
ス
やG

oogle
E

earth

で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
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現
在
の
堀
川
通
は
、
片
道
四
車
線
の
幹
線
道
路
。
ほ
ん
と
う
に
片
道
四
車

線
も
必
要
な
の
だ
ろ
う
か
？

少
な
く
と
も
堀
川
の
御
池
〜
五
条
間
が
開
渠

の
ま
ま
残
っ
て
い
れ
ば
、
都
市
の
中
の
貴
重
な
水
辺
と
し
て
市
民
の
憩
い
の

場
所
に
な
っ
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

■

強
制
疎
開
に
生
き
残
っ
た
町
名

堀
川
松
原
西
南
角
の
建
物
（
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
が
入
っ
て
い
る
）
の
町
名

は
、
　は
し
た
ち
ば
な
ち
ょ
う

橋
橘
町　
。
こ
の
一
軒
の
ビ
ル
だ
け
が
橋
橘
町
で
、
す
ぐ
南
は
堀
川
警

察
署
で
柿
本
町
、
す
ぐ
西
は
北
門
前
町
。
江
戸
時
代
は
東
堀
川
之
分
と
し
て

花
橘
町
と
橋
本
町
、
西
堀
川
之
分
と
し
て
西
橋
本
町
が
あ
る
と
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
（『
京
町
鑑
』
縦
町
）。「
明
治
元
年
〔
一
八
六
八
〕
に
此
の
三
町
を

合
わ
せ
て
、
橋
橘
町
と
し
た
」
と
『
坊
目
誌
』
に
載
っ
て
い
ま
す
（
上
記
部

分
図
（
イ
）
に
「
ハ
シ
タ
チ
バ
ナ
丁
」
と
し
て
示
さ
れ
て
い
ま
す
）。
こ
の

時
点
で
、
橋
橘
町
は
堀
川
小
路
（
東
・
西
堀
川
通
）
の
両
側
町
と
み
な
す
こ

と
も
で
き
ま
す
が
、
大
部
分
は
東
堀
川
通
の
片
側
町
で
す
。
堀
川
通
が
拡
幅

さ
れ
た
た
め
、
橋
橘
町
の
大
部
分
（
東
堀
川
町
に
西
面
す
る
地
域
、
江
戸
時

代
の
花
橘
町
と
橋
本
町
）
は
堀
川
通
に
含
ま
れ
て
消
滅
し
て
し
ま
い
、
わ
ず

か
に
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
の
あ
る
一
角
（
西
堀
川
通
に
東
面
す
る
地
域
、
江
戸

時
代
の
西
橋
本
町
）
だ
け
が
残
っ
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
す
。
そ
の
北
の
高
辻

堀
川
町
（
上
記
部
分
図
（
イ
）
に
「
高
辻
堀
川
丁
」
と
し
て
示
さ
れ
て
い
ま

す
）
は
、
西
堀
川
通
の
片
側
町
で
す
が
、
大
部
分
が
消
滅
し
、
西
側
の
部
分

だ
け
が
残
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
東
堀
川
通
の
片
側
町
の
五
軒
町
（
上
記
部

分
図
（
イ
）
に
「
五
ケ
ン
丁
」
と
し
て
示
さ
れ
て
い
ま
す
）
も
、
高
辻
通
か

ら
松
原
に
至
る
大
部
分
が
消
滅
し
、
わ
ず
か
に
中
央
部
東
側
部
分
が
残
っ
て

い
ま
す
。
お
　か
み上　
の
立
場
と
し
て
は
、
こ
ん
な
場
合
に
は
「
他
の
町
に
合
併
し

て
し
ま
え
」
と
な
り
が
ち
で
す
が
、
橋
橘
町
や
五
軒
町
の
町
名
を
残
し
て
、

存
在
し
た
痕
跡
を
消
さ
ず
に
お
く
と
い
う
の
は
、
な
か
な
か
し
ぶ
と
い
と
い

え
ま
す
。「
強
制
疎
開
」
を
忘
れ
な
い
た
め
の
よ
す
が
と
し
て
象
徴
的
な
意

味
が
あ
る
の
で
、
今
後
と
も
こ
れ
ら
の
町
名
を
残
し
て
お
い
て
ほ
し
い
も
の

で
す
。

「
強
制
疎
開
」
の
実
際
に
つ
い
て
は
、
最
近
出
版
さ
れ
た
『
戦
争
の
な
か

の
京
都
』（
中
西
宏
次
著
、
岩
波
ジ
ュ
ニ
ア
新
書
、
二
〇
〇
九
）
に
詳
し
い

の
で
、
ぜ
ひ
と
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■

妙
満
寺
跡

堀
川
通
の
一
筋
西
は
、
岩
上
通
。
こ
の
通
り
を
、
岩
上
松
原
の
交
差
点
か

ら
北
上
し
ま
し
ょ
う
。
高
辻
通
を
越
え
て
、
仏
光
寺
通
に
辿
り
つ
く
少
し
手

前
に
、
町
名
看
板
「
岩
上
通
佛
光
寺
下
ル
徳
屋
町
」
1©
が
掲
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。
徳
屋
町
は
、
岩
上
通
沿
い
の
両
側
町
（
縦
町
）
で
す
。
こ
れ
は
、
上

記
部
分
図
（
イ
）
で
も
わ
か
り
ま
す
。

さ
ら
に
北
上
し
ま
す
と
、
岩
上
通
と
仏
光
寺
通
の
四
つ
辻
の
東
南
の
お

宅
、
二
枚
の
町
名
看
板
が
直
角
に
貼
っ
て
あ
り
ま
す
。
一
枚
は
、「
岩
上
通

佛
光
寺
下
ル
晒
屋
町
」
2©
で
、
も
う
一
枚
は
、「
佛
光
寺
通
岩
上
西
入
晒
屋

町
」
3©
で
す
。
ど
ち
ら
も
町
名
は
、
晒
屋
町
。
晒
屋
町
は
、
仏
光
寺
通
の
両

側
町
（
横
町
）
で
す
。
こ
れ
は
、
上
記
部
分
図
（
イ
）
で
も
わ
か
り
ま
す
。

岩
上
通
を
さ
ら
に
北
上
し
て
、
岩
上
通
綾
小
路
の
十
字
路
の
東
北
角
、
岩

上
通
に
面
し
た
と
こ
ろ
に
、「
妙
満
寺
跡
　
二
十
六
聖
人
発
祥
之
地
」
の
碑
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　い
わ
が
み
ど
お
り

岩
上
通　
　ぶ
っ
こ
う
じ

佛
光
寺　

　さ
が下　
ル
　と
く
や
ち
ょ
う

徳
屋
町　
1©

が
建
っ
て
い
ま
す
。
建
立
は
比
較
的
新
し
く
、「
一
九
七
九
年
七
月
」
の
日

付
。
記
念
碑
の
年
号
は
和
暦
で
書
か
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
、「
昭
和
五
四

年
七
月
」
と
す
る
の
が
普
通
。
西
暦
で
書
か
れ
て
い
る
の
に
興
味
を
引
か
れ

ま
し
た
。
建
立
者
は
「
茨
木
」
と
あ
り
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
す

る
と
、
イ
エ
ス
ズ
会
神
父
茨
木
晃
（
ス
ペ
イ
ン
生
ま
れ
。
一
九
六
七
年
に
日

本
に
帰
化
）
ら
し
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
こ
れ
で
納
得
。
一
昔
ま
え
な

ら
ど
う
し
よ
う
も
な
か
っ
た
事
柄
で
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索
で
ヒ
ッ
ト

す
る
の
は
お
ど
ろ
き
で
す
ね
。

妙
満
寺
は
、
日
蓮
宗
二
一
本
山
の
一
つ
。
も
と
も
と
永
徳
三
年
〔
一
三
八

三
〕
に
室
町
六
条
坊
門
に
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
天
文
法
華
の
乱
で
一
時
京
都

を
離
れ
た
あ
と
、
天
文
七
年
〔
一
五
三
八
〕
に
京
都
に
戻
り
、
こ
の
碑
の
あ

る
と
こ
ろ
に
再
建
さ
れ
ま
し
た
。
天
正
一
一
年
〔
一
五
八
三
〕、
豊
臣
秀
吉

の
京
都
改
造
の
際
に
寺
町
二
条
に
移
転
し
ま
し
た
（
現
在
は
左
京
区
岩
倉
幡

枝
町
）。
妙
満
寺
は
『
都
名
所
図
会
』
巻
一
で
は
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て

い
ま
す
。　め

う妙　
　た

ふ塔　
　ざ

ん山　
　め

う妙　
　ま

ん満　
　じ寺　
　
は
　き
や
う
ご
く
ど
ほ
り

京
極
通　
　に
で
ふ

二
條　
の
　み
な
み南　に
あ
り
、
　ほ
つ
け
し
う

法
華
宗　

　い
わ
が
み
ど
お
り

岩
上
通　
　ぶ
っ
こ
う
じ

佛
光
寺　

　さ
が下　
ル
　さ
ら
し
や
ち
ょ
う

晒
屋
町　
2©

　ぶ
っ
こ
う
じ
ど
お
り

佛
光
寺
通　
　い
わ
が
み

岩
上　
　ひ
が
し
い
る

東
入　

　さ
ら
し
や
ち
ょ
う

晒
屋
町　
3©

二
枚
の
町
名
看
板
の
出
現
状
況
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に
し
て
、
　か
い
き

開
基　
は
　に
ち
じ
ふ
し
や
う
に
ん

日
什
上
人　
な
り
。
　え
い
と
く

永
徳　
三
　ね
ん年　
に
　こ
ん
り
ふ

建
立　
あ
り
。
　も
と元　

の
　ち地　
は
　あ
や
の
こ
う
ぢ
ほ
り
か
は

綾
小
路
堀
川　
の
　に
し西　
に
あ
り
。
　今　めう

ま
ん
じ

妙
満
寺　
町

と
い
ふ

　

引
用
末
尾
の
割
書
に
示
さ
れ
て
い
る
の
と
変
わ
ら
ず
、
妙
満
寺
の
名
前
は
、

こ
の
あ
た
り
の
町
名
「
妙
満
寺
町
」
と
し
て
今
も
残
っ
て
い
ま
す
。
上
記
部

分
図
（
イ
）
で
も
わ
か
る
よ
う
に
、
東
西
の
綾
小
路
通
の
両
側
町
で
す
。

京
都
で
は
、
イ
エ
ス
ズ
会
に
よ
る
南
蛮
寺
（
三
階
建
て
の
教
会
堂
）
が
、

天
正
四
年
〔
一
五
七
六
〕
以
来
、
姥
柳
町
（
中
京
区
蛸
薬
師
通
室
町
西
入

　う
ば
や
な
ぎ
ち
ょ
う

姥
柳
町　
）
に
あ
り
ま
し
た
。
天
正
十
五
年
〔
一
五
八
七
〕
の
豊
臣
秀
吉
に

よ
る
宣
教
師
追
放
令
に
よ
り
破
壊
さ
れ
ま
し
た
が
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
と
の
貿
易

を
維
持
し
た
た
め
に
、
こ
の
禁
教
令
も
骨
抜
き
に
な
っ
て
、
イ
エ
ス
ズ
会
に

よ
る
布
教
が
黙
認
の
形
で
続
い
て
い
ま
し
た
。
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
の
宣
教
師

ペ
ト
ロ
・
バ
プ
チ
ス
タ
は
、
当
初
は
ス
ペ
イ
ン
総
督
使
節
と
し
て
来
日
し
、

文
禄
二
年
〔
一
五
九
三
〕
に
秀
吉
か
ら
こ
の
碑
の
あ
る
妙
満
寺
跡
地
を
与
え

ら
れ
ま
し
た
。
遅
れ
て
日
本
へ
の
布
教
を
は
じ
め
た
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
は
、

こ
の
地
に
南
蛮
寺
・
病
院
・
修
道
院
・
学
校
を
建
て
て
、
布
教
の
拠
点
と
し

ま
し
た
。

慶
長
元
年
〔
一
五
九
六
〕
に
ス
ペ
イ
ン
船
サ
ン
・
フ
ェ
リ
ペ
号
の
遭
難
・

漂
着
が
お
こ
り
、
船
長
に
対
す
る
尋
問
の
報
告
に
よ
り
、「
ス
ペ
イ
ン
が
宣

教
師
を
先
鋒
に
日
本
を
征
服
す
る
」
と
い
う
疑
い
を
も
っ
た
秀
吉
は
、
一
転

し
て
、
キ
リ
シ
タ
ン
追
放
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
ペ
ト
ロ
・
バ
プ
チ
ス
タ
は

信
者
と
と
も
に
捕
ら
え
ら
れ
、
大
阪
で
捕
ら
え
ら
れ
た
宣
教
師
や
信
者
（
全

部
で
二
六
人
）
と
と
も
に
長
崎
に
送
ら
れ
、
処
刑
さ
れ
ま
し
た
。
の
ち
に
、

「
二
十
六
聖
人
の
殉
教
」
と
呼
ば
れ
る
事
件
で
す
。

岩
上
通
を
も
う
少
し
北
上
し
た
と
こ
ろ
に
、「
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
家
」（
下

妙
満
寺
跡
の
碑
　
二
十
六
聖
人
発
祥
之
地

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
家

キ
リ
シ
タ
ン
燈
籠

（
キ
リ
ス
ト
教
文
化
資
料
館
）

足
下
の
　ひ
と
が
た

人
形　
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京
区
岩
上
通
四
条
下
ル
佐
竹
町
）
が
あ
り
ま
す
。
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
派
の
大
阪

修
道
院
の
別
院
で
す
が
、「
キ
リ
ス
ト
教
文
化
資
料
館
」
を
併
設
し
て
い
ま

す
。
建
物
の
前
に
は
、
い
わ
ゆ
る
「
キ
リ
シ
タ
ン
燈
籠
」
が
建
っ
て
い
ま
す
。

燈
籠
の
下
部
に
は
、
　ひ
と
が
た

人
形　
。
こ
れ
を
聖
母
マ
リ
ア
像
に
見
立
て
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
こ
の
形
の
燈
籠
を
「
キ
リ
シ
タ
ン
燈
籠
」
と
言
い
始
め
た
の
は
大

正
時
代
以
降
の
こ
と
で
、
定
説
に
は
な
っ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。

■

天
道
神
社

こ
こ
か
ら
少
し
北
上
す
る
と
、
四
条
通
に
で
ま
す
。
左
折
し
て
西
へ
、
和

菓
子
屋
若
狭
屋
久
茂
の
前
を
通
り
過
ぎ
て
、
今
度
は
猪
熊
通
を
南
下
す
る
こ

と
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
ず
、
西
側
に
「
猪
熊
通
綾
小
路
上
ル
松
本
町
」
4©

が
貼
っ
て
あ
り
ま
す
。
三
和
が
ス
ポ
ン
サ
ー
。

　い
の
く
ま
ど
お
り

猪
熊
通　
　あ
や
の
こ
う
じ

綾
小
路　

　あ
が上　
ル
　ま
つ
も
と
ち
ょ
う

松
本
町　
4©

綾
小
路
通
と
の
十
字
路
を
過
ぎ
て
さ
ら
に
南
下
す
る
と
、
天
道
神
社
の
北

隣
の
お
宅
に
、
町
名
看
板
「
猪
熊
通
佛
光
寺
上
ル
瀬
戸
屋
町
」
11©
が
貼
っ

て
あ
り
ま
す
。
な
お
、
町
名
看
板
の
写
真
の
左
奥
に
天
道
神
社
の
石
造
の
玉

垣
が
写
っ
て
い
ま
す
の
で
、
位
置
関
係
が
は
っ
き
り
し
ま
す
。

　い
の
く
ま
ど
お
り

猪
熊
通　
　ぶ
っ
こ
う
じ

佛
光
寺　

　あ
が上　
ル
　せ
と
や
ち
ょ
う

瀬
戸
屋
町　
11©

猪
熊
通
と
仏
光
寺
通
の
十
字
路
の
北
西
角
に
、
　て
ん
ど
う

天
道　
神
社
が
あ
り
ま
す
。

鳥
居
は
神
明
鳥
居
。
本
殿
の
右
手
前
に
は
、
昭
憲
皇
太
后
の
御
胞
衣
埋
納

所
の
石
碑
が
建
っ
て
い
ま
す
。
境
内
に
は
、
下
京
区
区
民
誇
り
の
木
に
指
定

さ
れ
た
オ
ガ
タ
マ
ノ
キ(

指
定
番
号
A–

03)

と
ク
ス
ノ
キ(

指
定
番
号
A–

04)

の
巨
木
が
立
っ
て
い
ま
す
。
写
真
で
も
窺
え
ま
す
が
、
他
の
神
木
と
と

も
に
町
な
か
の
　も
り杜　
を
作
っ
て
い
ま
す
。
本
殿
の
写
真
は
、
別
の
と
き
に
撮
っ

た
も
の
。
大
き
く
剪
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
本
殿
に
向
か
っ
て
左
手
う

し
ろ
側
の
木
が
オ
ガ
タ
マ
ノ
キ
で
、
右
手
の
手
前
（
胞
衣
埋
納
所
の
石
碑
の

傍
ら
）
が
ク
ス
ノ
キ
で
す
。

由
緒
書
に
は
、
祭
神
と
し
て
、
　あ
ま
て
ら
す
す
め
お
お
か
み

天
照
皇
大
神　
、
八
幡
大
神
、
春
日
大
神
の

三
柱
が
あ
げ
ら
れ
お
り
、

延
暦
十
三
年
（
七
九
四
）
桓
武
天
皇
が
平
安
遷
都
さ
れ
た
と
き

に
国
家
安
寧
子
孫
長
久
万
民
豊
穣
を
祈
願
し
て
長
岡
京
よ
り
当
時

の
三
条
坊
門
東
洞
院
（
現
在
の
東
洞
院
通
御
池
上
る
付
近
）
に
勧

請
さ
れ
た
。
そ
の
後
た
び
た
び
の
兵
火
に
あ
う
が
天
正
二
年
（
一
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天
道
神
社

由
緒
書

天
道
神
社
本
殿

本
殿
横
の
胞
衣
埋
納
所

天
道
天
満
宮
（
末
社
）

八
坂
社
・
約
束
稲
荷
神
社
（
末
社
）

五
七
四
）
織
田
信
長
公
よ
り
五
条
坊
門
猪
熊
の
此
の
地
を
授
か
り

遷
座
し
て
今
日
に
至
る
。

と
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
安
京
遷
都
と
同
じ
で
す
か
ら
、
古
い
神
社
で

す
ね
。

こ
の
神
社
に
つ
い
て
は
、『
都
名
所
図
会
』
巻
二
に
次
の
よ
う
な
説
明
が

載
っ
て
い
ま
す
。
仏
光
寺
通
は
、
五
条
坊
門
通
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　て
ん
だ
う
の
や
し
ろ

天
道
社　
　
　ご
で
う
ぼ
う
も
ん
ゐ
の
く
ま

五
條
坊
門
猪
熊　
の
　か
ど角　
に
あ
り
。
　ま
つ
る祭　る
　と
こ
ろ所　
　じ
つ
げ
つ

日
月　
の
　か
み神　

な
り
。

『
山
城
名
跡
巡
行
志
』
第
一
の
記
載
も
同
様
で
、
次
の
通
り
で
す
。

天
　ノ道　
社
　
　リ在
二　
　諸

熊
同
通　
五
條
坊
　ノ門　
　ニ

。
北
一　

鳥
居
拝
殿
社
　南向　。
　所
レ　
祭

日
　ノ月　
二
神
。
例
祭
九
月
二
十
一
日
。
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（
書
き
下
し
文
）

天
道
の
社
　
同
通
（
諸
熊
）
五
條
坊
門
の
北
に
在
り
。
鳥
居
、
拝

殿
、
社
は
南
向
。
祭
る
所
、
日
月
の
二
神
。
例
祭
九
月
二
十
一
日
。

「
祭
る
と
こ
ろ
、
日
月
の
二
神
」
と
は
、
由
緒
書
に
あ
る
現
在
の
祭
神
と

異
な
っ
て
い
ま
す
ね
。
天
照
皇
大
神
は
太
陽
の
人
格
神
で
す
か
ら
わ
か
る
と

し
て
も
、
月
の
方
は
ど
う
し
た
の
で
し
ょ
う
？

天
照
皇
大
神
の
弟
神
と
し

て
　つ
く
よ
み

月
讀　
が
い
る
の
で
、
天
照
皇
大
神
を
祭
れ
ば
、
自
動
的
に
月
讀
を
祭
る
こ

と
に
な
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
あ
る
い
は
、
境
内
に
「
天
道
天
満
宮
」（
洛
陽

二
十
五
社
天
神
の
十
番
、
天
道
天
神
）
が
あ
る
の
で
、
天
神
が
も
と
も
と
の

祭
神
か
も
し
れ
な
い
。
天
神
は
雷
神
と
し
て
見
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
す

が
、
一
方
で
日
月
を
運
行
さ
せ
て
農
業
を
司
る
神
で
す
か
ら
、
こ
れ
を
も
っ

て
、
日
月
二
神
と
い
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
し
て
も
、
推
測
に

推
測
を
重
ね
て
、
や
や
座
り
が
よ
く
な
い
感
じ
で
す
。

天
道
神
社
の
秋
季
例
大
祭
（
十
一
月
三
日
）
の
神
幸
祭
に
は
、
町
内
に
守

護
さ
れ
て
い
る
剣
鉾
が
供
奉
し
ま
す
。
天
道
神
社
の
鉾
の
全
貌
が
、
京
都
の

祭
・
剣
鉾
ブ
ロ
グhttp://kenboko.kyo2.jp/e71833.htm

l
で
紹
介
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
れ
は
み
ご
と
な
も
の
。
龍
鉾
・
牡
丹
鉾
（
猪
熊
通
仏
光
寺
上

ル
瀬
戸
屋
町
）、
桐
鉾
（
仏
光
寺
通
猪
熊
西
入
・
東
入
晒
屋
町
）、
菊
鉾
・
松

鉾
（
猪
熊
通
綾
小
路
上
ル
松
本
町
）。
西
田
町
か
ら
は
榊
。
こ
の
中
の
龍
鉾

の
意
匠
を
み
る
と
、「
天
道
宮
」
と
彫
ら
れ
た
額
の
左
右
に
阿
吽
の
龍
が
彫

ら
れ
て
お
り
、
左
の
阿
形
の
龍
の
頭
上
に
日
が
、
右
の
吽
形
の
龍
の
頭
上
に

月
が
彫
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
で
、
日
月
二
神
と
天
道
神
社
と
の
関
係
が
、

や
や
納
得
で
き
ま
し
た
。

天
道
神
社
の
社
務
所
ら
し
き
建
物
の
仏
光
寺
通
に
面
し
た
壁
に
、「
佛
光

　ぶ
っ
こ
う
じ
ど
お
り

佛
光
寺
通　
　い
の
く
ま

猪
熊　

　に
し
い
る

西
入　

　に
し
だ
ち
ょ
う

西
田
町　
5©

　ぶ
っ
こ
う
じ
ど
お
り

仏
光
寺
通　
　い
の
く
ま

猪
熊　

　に
し
い
る

西
入　

　に
し
だ
ち
ょ
う

西
田
町　
6©

寺
通
猪
熊
西
入
西
田
町
」
5©
の
町
名
看
板
。
ス
ポ
ン
サ
ー
は
仁
丹
。
天
道

神
社
の
鳥
居
の
向
か
い
に
は
、
同
じ
町
名
の
看
板
「

•　仏
光
寺
通
猪
熊
西
入

西
田
町
」
6©
が
あ
り
ま
す
。
こ
ち
ら
は
、
ア
リ
ナ
ミ
ン
と
あ
り
ま
す
か
ら
、

ス
ポ
ン
サ
ー
は
武
田
薬
品
。
筆
者
が
傍
点
を
追
加
し
た
よ
う
に
、
新
字
体
の

「
仏
」
を
使
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
下
京

•　区
」
の
「
区
」
も
新
字
体
に
な
っ

て
い
ま
す
。

猪
熊
通
と
高
辻
通
の
交
差
点
の
西
南
角
に
は
、
今
度
は
日
本
語
・
英
語
・

韓
国
語
・
中
国
語
（
？
）
の
町
名
を
併
記
し
た
横
書
の
看
板
。「
高
辻
通
猪

熊
」
7©
の
表
示
だ
け
で
、
上
ル
・
下
ル
な
ど
の
表
記
も
な
く
、
町
名
の
表
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　た
か
つ
じ
ど
お
り

高
辻
通　
　い
の
く
ま

猪
熊　

7©

記
も
あ
り
ま
せ
ん
。
付
近
の
略
図
が
載
っ
て
い
る
の
が
丁
寧
で
す
。
ス
ポ
ン

サ
ー
は
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
。
昨
今
は
こ
の
タ
イ
プ
の
町
名
看
板
が
増
え
て

い
ま
す
。

こ
の
看
板
の
貼
り
付
け
て
あ
る
一
角
に
は
、
古
代
友
禅
苑
（
下
京
区
高

辻
通
猪
熊
西
入
十
文
字
町
）
が
あ
り
ま
す
。
一
九
七
六
年
に
設
立
。
友
禅

美
術
館
で
の
展
示
の
ほ
か
、
友
禅
染
実
演
や
友
禅
手
作
り
体
験
な
ど
が
で
き

ま
す
。

■

杉
蛭
子
神
社

猪
熊
通
を
さ
ら
に
南
下
す
る
と
、
東
側
に
遠
藤
　ご
う剛　
　き　冫煕　　
美
術
館
（
下
京
区
猪

熊
通
高
辻
下
ル
高
辻
猪
熊
町
）
が
あ
り
ま
す
。
古
い
町
並
み
に
忽
然
と
あ
ら

わ
れ
る
洋
館
が
目
印
で
す
。
平
成
一
二
年
〔
二
〇
〇
〇
〕
に
開
設
。
京
都
の

町
並
に
は
、
時
々
こ
の
よ
う
に
目
を
見
張
る
よ
う
な
光
景
が
立
ち
あ
ら
わ
れ

ま
す
。

遠
藤
剛
　冫煕　
美
術
館

さ
ら
に
、
南
に
ゆ
く
と
、
西
側
に
　す
ぎ
え
び
す

杉
蛭
子　
大
神
宮
（
下
京
区
猪
熊
通
松
原

上
ル
高
辻
猪
熊
町
）
が
あ
り
ま
す
。
猪
熊
通
に
面
し
た
門
が
な
く
な
っ
て
い

て
、
以
前
は
門
柱
に
懸
か
っ
て
い
た
「
杉
蛭
子
大
神
宮
」
の
木
札
が
、
社

殿
の
柱
に
打
ち
付
け
て
あ
り
ま
し
た
。
境
内
に
は
、
下
京
区
区
民
誇
り
の

木
に
指
定
さ
れ
た
　い

ち
ょ
う

公
孫
樹　
（
指
定
番
号
A–

06
）
が
あ
り
ま
す
。
取
材
時

に
チ
ェ
ッ
ク
を
忘
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、
二
〇
一
〇
年
三
月
に
京
都
市
建
設

局
に
照
会
し
た
と
こ
ろ
、「
門
は
な
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
公
孫
樹
は
健
在

だ
」
と
の
返
事
を
え
ま
し
た
。
後
日
、
確
認
に
ゆ
き
（
神
奈
川
か
ら
京
都
は

遠
い
）、
写
真
に
撮
っ
て
お
き
ま
し
た
。
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杉
蛭
子
大
神
宮

公
孫
樹

『
都
名
所
図
会
』
巻
二
に
は
、

　す
ぎ
え
び
す
の
や
し
ろ

杉
恵
比
寿
社　
　
　ゐ
の
く
ま
ど
ほ
り
ま
つ
ば
ら

猪
熊
通
松
原　
の
北
に
あ
り
。
　ま
つ祭　
る
　と
こ
ろ所　
　え
び
す
の

蛭
子　
　か
み神　

な
り
　當社
の
什
物
に
、
親
鸞
聖
人
自
筆
の
九
字
の

名
號
あ
り
。
十
月
二
十
日
に
こ
れ
を
出
す
。　

と
あ
り
ま
す
。
九
字
　み
ょ
う
ご
う

名
号　
と
は
、「
南
無
不
可
思
議
光
如
来
」
の
こ
と
。
ち

な
み
に
、
十
字
名
号
は
、「
帰
命
尽
十
方
無
碍
光
如
来
」
の
こ
と
。
九
字
と

十
字
の
名
号
は
、
浄
土
真
宗
で
は
本
尊
の
両
側
に
　わ
き
が
け

脇
掛　
と
し
て
か
け
ま
す
。

ま
た
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
は
六
字
名
号
。
天
明
の
大
火
を
は
じ
め
、
幾
多
の

大
火
で
類
焼
し
て
い
ま
す
の
で
、
親
鸞
聖
人
自
筆
の
名
号
も
焼
け
て
し
ま
っ

た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、『
山
城
名
跡
巡
行
志
』
第
一
で
は
、
杉
蛭
子
太
神
宮
の
由
来
と

し
て
、
杉
の
木
の
生
え
た
塚
が
あ
っ
た
た
め
と
し
て
い
ま
す
。

杉
恵
比
　ノ寿　
社
　
　リ在
二　
諸
熊
五
　ノ條　
　ニ

。
北
一　

門
鳥
居
　東向　。
社
記
　不
レ　
詳
。

　メ始　
此
　ニ所　
　リ在
レ　
塚
。
　ノ塚　
　ニ上　
　リ有
二　
　ノ杉　
　
。
木
一　

　メ點
レ　
　ヲ地　
　ツ立
レ　
　ヲ社　
　テ因　
　ズ名
二　
杉
　ト夷
一　
例

祭
十
月
二
十
日
。

（
書
き
下
し
文
）

　す
ぎ
え
び
す

杉
恵
比
寿　
の
　や
し
ろ社　　
諸
熊
五
條
の
北
に
在
り
。
門
、
鳥
居
は
東
向
。

社
記
、
　
つ
ま
び
ら
か
詳　
な
ら
ず
。
　は
じ始　
め
、
此
の
所
に
、
塚
在
り
。
塚
の
上
に

杉
の
木
有
り
。
地
を
　あ
ら
た點　め
、
　や
し
ろ社　を
立
つ
。
　よ
り因　
て
、
　す
ぎ
え
び
す

杉
夷　
と
　め
い名　
ず
。

例
祭
十
月
二
十
日
。

こ
の
よ
う
に
、
杉
蛭
子
大
神
宮
は
江
戸
時
代
か
ら
猪
熊
通
松
原
の
北
に

あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
所
在
地
の
町
名
は
高
辻
猪
熊
町
で
、
猪

熊
通
の
両
側
町
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
一
筋
西
の
黒
門
通
の
両
側
町
と
し
て
、

　す
ぎ
え
び
す

杉
蛭
子　
町
が
あ
る
の
で
す
。
こ
の
町
名
は
、
杉
蛭
子
大
神
宮
に
由
来
し
て
い

る
こ
と
は
間
違
い
な
い
の
で
、
杉
蛭
子
大
神
宮
が
黒
門
通
で
は
な
く
猪
熊
通

に
面
し
て
い
る
の
が
ど
う
も
腑
に
落
ち
な
い
と
思
っ
て
い
た
ら
、『
京
町
鑑
』

の
新
シ
町
通
（
部
分
図
（
ロ
）、（
ハ
）
で
も
わ
か
る
よ
う
に
、
黒
門
通
を

か
っ
て
は
こ
う
呼
ん
で
い
た
）
に
面
す
る
縦
町
と
し
て
、

杉
蛭
子
町
　
こ
の
町
に
　す
ぎ
え
び
す

杉
蛭
子　
の
社
有
し
。
今

•　東
•　裏
•　の
•　町
に

有
。
此
町
の
南
の
辻
　ゆ
き
あ
た
り

行
當　
、
松
原
通
也
。（
傍
点
筆
者
）

と
説
明
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
ん
な
こ
と
も
あ
る
の
で
す
ね
。
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■

五
条
院
の
跡

杉
蛭
子
町
の
北
、
黒
門
通
に
面
す
る
両
側
町
は
、
今
大
黒
町
。
こ
れ
は

「
恵
比
寿
」（
蛭
子
）
と
「
大
黒
」
の
対
で
名
付
け
ら
れ
た
と
『
坊
目
誌
』
に

載
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
あ
た
り
の
黒
門
通
は
古
い
京
都
の
雰
囲
気
が
残
っ
て

い
ま
す
が
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
空
地
や
駐
車
場
に
な
っ
て
い
る
の
が
残
念
。

杉
蛭
子
町
と
今
大
黒
町
を
含
む
一
帯
は
、
鎌
倉
時
代
の
後
半
に
、
五
条
院

（
大
宮
院
、
　お
お
み
や
ど
の

大
宮
殿　
、
五
条
殿
、
五
条
内
裏
と
も
）
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

帝
王
編
年
記
（
成
立
は
一
三
六
四
〜
一
三
八
〇
の
間
）
に
は
、
亀
山
天
皇
の

五
条
内
裏
の
位
置
と
し
て
、「
五
條
ノ
北
、
大
宮
ノ
東
、
南
北
二
町
、
東
西

一
町
」
と
あ
り
ま
す
か
ら
、
西
は
大
宮
通
（
旧
大
宮
大
路
）、
東
は
猪
熊
通

（
猪
熊
小
路
）、
北
は
仏
光
寺
通
（
旧
五
条
坊
門
小
路
）、
南
は
松
原
通
（
旧

五
條
大
路
）
に
囲
ま
れ
た
、
ま
さ
に
こ
の
地
域
で
す
。
な
お
、
黒
門
通
は
、

豊
臣
秀
吉
の
京
都
改
造
の
折
に
、
大
宮
通
と
猪
熊
通
の
間
の
南
北
に
新
設
さ

れ
た
通
り
で
す
。

こ
の
地
域
が
五
条
院
の
故
地
で
あ
る
こ
と
は
、『
山
城
名
勝
志
』
巻
之
四

の
「
五
　ノ條　
院
」
に
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
次
に
引
用
し
ま
し
ょ
う
。

○
五
　ノ條　
院
　拾芥
抄
云
、
五
條
ノ
北
、
大

宮
ノ
東
、
金
岡
　疊
二　
水
　
、
石
一　　

百
練
抄
云
、
康
元
々
年
七
月
三
日
辛
卯
、
上
皇
　御
ー二　
　移　
徙
五
條
大

宮
新
　ノ造　
御
　所
一　
也
、
　東鑑
云
、
大
宮

院
五
條
大
宮
　
○
又
云
、
正
元
々
年
八
月
廿
六
日

丁
酉
、
東
宮
　行
ー二　
啓
大
宮
　
、
殿
一　
　當時皇居　
○
帝
王
編
年
記
云
、
　弘長
元
年

正
月
八
日　
大

宮
女
院
　御
ー二　
幸
五
　ノ條　
内
　
、
裏
一　
　五條
ノ
北
、
大
宮
ノ
東
、

南
北
二
町
、
東
西
一
町
、　

『
山
城
名
勝
志
』、
大
島
武
好
、
宝
永
二
年
〔
一
七
〇
五
〕

『
改
定
史
籍
集
覧
』
二
二
巻
、
近
藤
瓶
城
編
、
臨
川
書
店
、
一
九
八
四

新
加
通
記
類
第
一
八

88後
嵯
峨
天
皇

承
久
二
年
〔
一
二
二
〇
〕
〜

文
永
九
年
〔
一
二
七
二
〕

在
位
仁
治
三
年
〔
一
二
四
二
〕
〜

寛
元
四
年
〔
一
二
四
六
〕

藤
原
　女吉　
子

大
宮
女
院
、

太
政
大
臣
西
園
寺
実
氏
女

89後
深
草
天
皇

寛
元
元
年
〔
一
二
四
三
〕
〜

嘉
元
二
年
〔
一
三
〇
四
〕

在
位
寛
元
四
年
〔
一
二
四
六
〕
〜

正
元
元
年
〔
一
二
五
九
〕

（
持
明
院
統
）

90亀
山
天
皇

建
長
元
年
〔
一
二
四
九
〕
〜

嘉
元
三
年
〔
一
三
〇
五
〕

在
位
正
元
元
年
〔
一
二
五
九
〕
〜

文
永
一
一
年
〔
一
二
七
四
〕

（
大
覚
寺
統
）

五
条
院
は
、
大
宮
女
院
に
由
来
す
る
里
内
裏
で
す
。
大
宮
女
院
は
、
後
嵯

峨
上
皇
の
中
宮
で
、
後
深
草
天
皇
と
亀
山
天
皇
の
母
。『
山
城
名
勝
志
』
の

記
述
の
概
要
を
、
系
図
を
参
照
し
な
が
ら
、
箇
条
書
に
し
ま
し
ょ
う
。

1
「
金
岡
水
石
を
疊
む
」
と
は
、
巨
勢
金
岡
が
造
庭
に
巧
み
で
あ
っ
た
こ

と
に
由
来
し
て
、
水
石
を
巧
み
に
配
置
し
た
庭
の
意
。

2
康
元
元
年
〔
一
二
五
六
〕（
こ
の
年
の
二
月
に
五
条
院
焼
失
）、
新
造

さ
れ
た
五
条
院
に
後
嵯
峨
上
皇
が
、
移
ら
れ
た
こ
と
。
　い

し
移
徙　
は
移
動
の

意
。
　わ
た
ま
し

移
徙　
と
訓
読
み
し
て
、
貴
人
の
転
居
や
御
輿
の
渡
御
を
　う
や
ま敬　っ
て
い

う
語
。

3
正
元
元
年
〔
一
二
五
九
〕
に
は
、「
當
時
皇
居
」
と
あ
り
ま
す
か
ら
、

五
条
院
は
、
後
深
草
天
皇
の
内
裏
に
な
っ
て
い
た
こ
と
。
な
お
、
後
深

草
天
皇
が
そ
れ
ま
で
御
所
と
し
て
い
た
閑
院
は
、
正
元
元
年
〔
一
二
五

九
〕
五
月
に
焼
失
し
て
い
ま
す
。

4
文
中
の
「
東
宮
」
は
、
の
ち
の
亀
山
天
皇
で
、
正
元
元
年
〔
一
二
五
九
〕
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に
、
即
位
と
と
も
に
五
条
院
を
内
裏
と
し
た
こ
と
。

5
弘
長
元
年
〔
一
二
六
一
〕
の
条
に
出
て
く
る
五
条
内
裏
は
、
亀
山
天
皇

の
御
所
。

後
深
草
天
皇
は
、
持
明
院
統
の
祖
。
亀
山
天
皇
は
大
覚
寺
統
の
祖
。
杉

蛭
子
町
や
今
大
黒
町
が
発
生
す
る
は
る
か
昔
の
こ
と
、
こ
の
五
条
院
の
地
か

ら
、
両
統
の
確
執
が
始
ま
っ
た
と
い
え
る
わ
け
で
す
。
そ
し
て
、
元
寇
を
乗

り
切
っ
た
も
の
の
、
鎌
倉
幕
府
の
衰
退
。
後
醍
醐
天
皇
の
建
武
親
政
か
ら
南

北
朝
時
代
を
経
て
、
室
町
時
代
へ
時
代
は
転
換
し
ま
す
。

■

五
条
院
の
怪
異

五
条
院
は
、
康
元
元
年
〔
一
二
五
六
〕
に
焼
失
し
て
す
ぐ
に
新
造
さ
れ
た

の
に
、
文
永
七
年
〔
一
二
七
〇
〕
に
ま
た
も
や
焼
失
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

十
五
年
足
ら
ず
の
間
に
二
度
の
焼
失
は
、「
妖
魔
の
所
為
に
や
　は
べ
る侍　ら
ん
」
と

い
わ
れ
、
当
時
も
奇
異
な
こ
と
と
し
て
、
多
く
の
人
々
の
噂
に
な
っ
て
い
た

よ
う
で
す
。『
五
代
帝
王
物
語
』（
成
立
は
鎌
倉
時
代
末
期
）
の
影
印
が
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
閲
覧
で
き
ま
す
の
で
、
該
当
の
箇
所
を
翻
刻
し
て
み
ま

し
ょ
う
。五

条
内
裏
炎
上
事

康
元
元
年
二
月
十
日
官
廰
焼
亡
。
同
廿
八
日
五
条
殿
　五条亭　
炎
上
。
打

チ
ツ
ゞ
キ
浅
マ
シ
カ
リ
キ
。
五
条
殿
ハ
大
宮
院
の
御
所
ナ
ル
ベ
シ

ト
テ
常
磐
井
ノ
大
相
国
ノ
造
ラ
レ
シ
カ
バ
、
橘
知
茂
ガ
沙
汰
ニ
テ

造
リ
シ
ニ
、
閑
院
ノ
外
、
京
中
ニ
ナ
キ
程
ノ
御
所
ニ
　つ
く
り
た
て

造
立　
テ
御
移

徙
ニ
両
院
御
幸
ア
リ
テ
　め
で
た

目
出　
カ
リ
シ
ニ
、
程
ナ
ク
焼
タ
リ
シ
ヲ
、

ナ
ジ
カ
ハ
又
　つ
く
り
は
べ

造
侍　
ラ
ザ
ラ
ン
ト
橘
知
茂
申
ケ
ル
ニ
ヨ
リ
テ
、
又
同

ジ
キ
程
ニ
造
テ
、
常
ニ
内
裏
ニ
モ
ナ
リ
シ
ウ
エ
ニ
、
将
軍
御
　の
ぼ昇　
リ

ア
ラ
バ
、
コ
レ
ガ
御
所
ニ
ナ
ル
ベ
シ
ナ
ド
沙
汰
ア
リ
テ
、
障
子
ニ

ハ
年
中
行
事
ヲ
繪
ニ
カ
ゝ
レ
テ
、
経
朝
ノ
　お
こ
と
ば

御
詞　
ガ
キ
ナ
ド
シ
テ
ユ

ゝ
シ
キ
御
所
ニ
テ
ア
リ
シ
ニ
、
文
久
七
年
八
月
ニ
折
フ
シ
主
上
モ

コ
ノ
御
所
ニ
ワ
タ
ラ
セ
給
シ
ニ
又
焼
ヌ
。
大
カ
タ
大
御
所
ニ
ハ
変

化
ノ
事
ド
モ
常
ニ
ア
リ
ト
聞
へ
シ
カ
バ
、
ツ
　ゐ井　
二
久
シ
カ
ラ
ズ
二

度
ナ
ガ
ラ
オ
ビ
タ
ゞ
シ
キ
焼
亡
ニ
テ
、
タ
ゞ
事
ナ
ラ
ヌ
式
ニ
テ
ア

リ
シ
ハ
　妖夭　
魔
ノ
所
為
ニ
ヤ
　は
べ侍　
ル
ラ
ム
。

『
五
代
帝
王
物
語
』
京
都
大
学
付
属
図
書
館
所
蔵
　
平
松
文
庫

（
現
代
語
訳)

　ご
じ
ょ
う
だ
い
り

五
条
内
裏　
　え
ん
じ
ょ
う

炎
上　
の
　こ
と事　

康
元
元
年
〔
一
二
五
六
〕
二
月
十
日
に
官
庁
が
焼
亡
し
、
同
じ

く
廿
八
日
に
五
条
殿
（
五
条
亭
）
が
炎
上
し
た
。
う
ち
続
い
て
予

想
も
し
な
い
こ
と
が
お
こ
っ
て
し
ま
っ
た
。
五
条
殿
は
、
大
宮
院

（
藤
原
　女吉　
子
、
太
政
大
臣
西
園
寺
実
氏
女
）
の
御
所
に
し
よ
う
と

し
て
、
常
磐
井
の
大
相
国
（
西
園
寺
実
氏
）
が
造
ら
せ
た
。
　け
い
し

家
司　

の
橘
知
茂
が
造
営
の
任
に
あ
た
っ
た
が
、
閑
院
以
外
で
は
、
京
中

に
並
び
な
い
程
立
派
な
御
所
と
て
建
て
た
も
の
で
あ
る
。
引
っ
越

し
の
と
き
に
は
後
嵯
峨
上
皇
と
大
宮
院
が
行
幸
な
さ
っ
て
め
で
た

か
っ
た
の
に
、
ほ
ど
な
く
焼
け
て
し
ま
っ
た
。
橘
知
茂
は
、「
ど

う
し
て
再
建
せ
ず
に
お
く
も
の
か
」
と
残
念
が
っ
て
、
ま
た
、
以

前
と
同
じ
規
模
の
も
の
を
造
営
し
た
。
通
常
は
内
裏
に
な
っ
て
い

た
が
、
鎌
倉
将
軍
が
昇
殿
さ
れ
た
折
に
は
、
そ
の
御
所
と
し
て
使
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う
よ
う
に
ご
命
令
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
　ふ
す
ま

障
子　
に
は
年
中
行
事
の

絵
を
描
か
せ
、
能
書
家
の
世
尊
寺
経
朝
に
添
え
書
き
を
書
か
せ
る

な
ど
、
　ぜ
い贅　
を
尽
く
し
た
御
所
で
あ
っ
た
。
折
に
ふ
れ
て
亀
山
天
皇

も
こ
の
御
所
に
行
幸
な
さ
っ
た
が
、
文
久
七
年
〔
一
二
七
〇
〕
八

月
に
ま
た
焼
け
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
壮
大
な
御
所
に
は
、

大
抵
は
怪
異
の
こ
と
が
つ
き
も
の
と
聞
い
て
い
る
。
栄
華
は
短
い

と
は
い
っ
て
も
、
二
度
も
焼
け
落
ち
て
し
ま
う
な
ど
と
い
う
こ
と

は
、
た
だ
ご
と
で
は
な
い
の
で
、
多
分
、
妖
魔
の
所
業
で
あ
ろ
う
。

「
常
磐
井
ノ
大
相
国
」
は
太
政
大
臣
西
園
寺
実
氏
の
こ
と
で
、
大
宮
院

（
藤
原
　女吉　
子
）
の
父
。
橘
知
茂
は
、
西
園
寺
実
氏
の
　け
い
し

家
司　
。「
両
院
」
は
後

嵯
峨
上
皇
と
大
宮
院
。「
経
朝
」
は
　せ
そ
ん
じ

世
尊
寺　
　つ
ね
と
も

経
朝　
の
こ
と
で
、
当
時
の
能
書

家
。「
主
上
」
は
亀
山
天
皇
の
こ
と
。
影
印
で
は
一
行
目
の
割
書
の
左
側
の

字
は
判
然
と
し
ま
せ
ん
が
、
こ
こ
で
は
仮
に
「
亭
」
に
当
て
て
お
き
ま
し

た
。「
　妖夭　
魔
」
つ
い
て
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公
開
さ
れ
て
い
る
影
印
か

ら
は
、
第
一
画
が
右
か
ら
左
下
へ
は
ね
ら
れ
て
い
る
の
で
、「
夭
魔
」
と
読

め
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
こ
れ
を
「
妖
」
の
略
字
だ
と
み
な
し
ま
し
た
。
た

だ
し
、
別
の
箇
所
で
明
ら
か
に
「
天
魔
」
と
読
め
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
の

で
、
確
定
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
五
条
殿
ハ
大
宮
院
の
御
所
ナ
ル
ベ
シ
ト

テ
常
磐
井
ノ
大
相
国
ノ
造
ラ
レ
シ
カ
バ
」
と
い
う
記
述
か
ら
、
も
と
も
と
五

条
院
が
大
宮
院
（
大
宮
女
院
）
の
御
所
（
後
深
草
天
皇
の
里
内
裏
）
と
す
る

目
的
で
、
一
二
四
三
年
（
後
深
草
天
皇
の
生
年
）
頃
に
建
設
さ
れ
た
こ
と
が

は
っ
き
り
し
ま
す
。

『
五
代
帝
王
物
語
』
の
別
の
と
こ
ろ
に
は
、
文
永
七
年
〔
一
二
七
〇
〕
の

記
事
と
し
て
、「
内
裏
　五条殿　
　ち
か
ご
ろ

近
比　
ア
マ
リ
ニ
　へ
ん
げ

変
化　
ノ
事
多
ク
テ
」
と
あ
り
、
故

な
く
大
音
を
た
て
て
屋
根
瓦
が
落
ち
た
り
、
　し
た
お
と

舌
音　
が
し
て
虚
空
に
眼
ば
か
り

が
み
え
た
り
、
身
の
丈
の
高
い
正
装
し
た
　お
き
な翁　が
あ
ら
わ
れ
た
な
ど
の
怪
異
が

述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

五
条
院
は
、
文
永
七
年
〔
一
二
七
〇
〕
の
焼
失
の
あ
と
、
再
建
さ
れ
た
形

跡
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ち
な
み
に
、
こ
の
時
代
は
外
交
的
に
多
難
で
、
文
永

五
年
〔
一
二
六
八
〕
に
元
の
外
交
使
節
が
太
宰
府
に
到
着
。
さ
ら
に
、
元

寇
（
蒙
古
襲
来
）
の
文
永
の
役
（
文
永
一
一
年
〔
一
二
七
四
〕）
と
弘
安
の

役
（
弘
安
四
年
〔
一
二
八
一
〕）
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

五
条
院
（
五
条
内
裏
）
の
怪
異
話
は
、
有
名
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
兼
好
法

師
（
弘
安
六
年
〔
一
二
八
三
〕？
〜
観
応
元
年
〔
一
三
五
〇
〕？
）
の
『
徒
然

草
』
に
も
で
て
き
ま
す
。

徒
然
草
　
第
二
百
三
十
段

　ご
で
う
の
だ
い
り

五
條
内
裏　
に
は
、
　ば
け
も
の

妖
物　
あ
り
け
り
。
　と
う
の
だ
い
な
ご
ん

藤
大
納
言　
殿
か
た
ら
れ
侍

（
り
）
し
は
、
　て
ん
じ
や
う
び
と

殿
上
人　
ど
も
　く
ろ
ど

黒
戸　
に
て
碁
を
　う打　
ち
け
る
に
、
　み

す
御
簾　

を
　か掲ゝ　
げ
て
見
る
も
の
あ
り
。「
　た誰　
ぞ
」
と
見
　む向　
き
た
れ
ば
、
狐
、

人
の
や
う
に
つ
い
ゐ
て
、
さ
し
　の
ぞ覗　
き
た
る
を
、「
あ
れ
狐
よ
」
と

ど
よ
ま
れ
て
、
　ま
ど惑　
ひ
に
げ
に
け
り
。
　み
れ
ん

未
練　
の
狐
は
け
　そ
ん損　
じ
け
る
に

こ
そ
。『

方
丈
記
徒
然
草
』
岩
波
古
典
文
学
大
系
。
西
尾
實
校
注
〔
一
九
五
七
〕

た
だ
し
、
旧
字
体
を
新
字
体
に
変
更
し
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

（
現
代
語
訳)

　つ
れ
づ
れ
ぐ
さ

徒
然
草　
　
第
二
百
三
十
段

　ご
じ
ょ
う
の
だ
い
り

五
条
内
裏　
に
は
、
　ば
け
も
の

妖
物　
が
い
た
と
い
っ
て
、
　と
う
の
だ
い
な
ご
ん

藤
大
納
言　
（
藤
原

為
世
）
殿
が
語
ら
れ
た
の
は
、
次
の
よ
う
な
話
で
あ
る
。
　て
ん
じ
ょ
う
び
と

殿
上
人　



321 ■ 四条大宮—かっての阪急ターミナル

た
ち
が
、
　く
ろ
ど

黒
戸　
で
碁
を
打
っ
て
い
る
と
き
に
、
　す
だ
れ簾　を
　か掲ゝ　
げ
て
、
見

る
も
の
が
あ
っ
た
。「
　だ
れ誰　
か
」
と
見
返
る
と
、
狐
が
人
の
よ
う
な

態
度
で
覗
い
て
い
る
の
が
見
え
た
。「
あ
れ
は
狐
だ
」
と
騒
ぎ
立

て
ら
れ
て
、
あ
わ
て
て
逃
げ
て
い
っ
た
。
未
熟
な
狐
が
、
化
け
損

な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

「
藤
大
納
言
」
は
藤
原
為
世
（
建
長
二
年
〔
一
二
五
〇
〕
〜
延
元
三
年
・

建
武
五
年
〔
一
三
三
八
〕）。
二
条
為
世
と
も
い
い
、
二
条
家
を
興
し
た
為
氏

（
貞
応
元
年
〔
一
二
二
二
〕
〜
弘
安
九
年
〔
一
二
八
六
〕）
の
子
。
二
条
派
の

歌
風
を
広
め
ま
し
た
。
兼
好
法
師
の
和
歌
の
師
で
す
。
五
条
内
裏
が
焼
け
た

の
は
文
久
七
年
〔
一
二
七
〇
〕
で
す
か
ら
、
藤
原
為
世
の
若
い
と
き
の
思
い

出
話
を
語
っ
た
の
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。『
徒
然
草
』
の
こ
の
段
は
、
他
の
段

と
比
較
し
て
唐
突
な
感
じ
が
し
ま
す
が
、
当
時
の
有
名
人
の
為
世
と
親
し
い

こ
と
を
そ
れ
と
な
く
示
し
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
あ
る
い
は
、
怪
異
話
を

持
ち
出
す
こ
と
に
よ
り
、
五
條
内
裏
を
設
営
し
た
西
園
寺
家
に
対
す
る
当
て

つ
け
を
、
そ
れ
と
な
く
書
い
た
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

■

四
条
大
宮—

か
っ
て
の
阪
急
タ
ー
ミ
ナ
ル

黒
門
通
を
さ
ら
に
北
上
す
る
と
、
綾
小
路
と
の
十
字
路
に
三
枚
の
町
名
看

板
。
ス
ポ
ン
サ
ー
は
三
和
。
町
名
は
、
下
り
松
町
（
黒
門
通
の
両
側
町
）
と

丸
屋
町
（
綾
小
路
通
の
両
側
町
）
で
、
こ
の
十
字
路
で
、
縦
町
と
横
町
が
変

則
的
に
隣
り
合
っ
て
い
ま
す
。

「
下
り
松
町
」
の
町
名
は
、
こ
の
地
に
「
　よ
し
つ
ね
た
ち
か
け

義
経
太
刀
掛　
の
松
」
が
あ
っ
た

こ
と
が
由
来
で
す
。『
都
名
所
図
会
』
巻
二
に
は
、
次
の
説
明
が
載
っ
て
い

　く
ろ
も
ん
ど
お
り

黒
門
通　
　あ
や
の
こ
う
じ

綾
小
路　

　あ
が上　
ル
　さ
が
り
ま
つ
ち
ょ
う

下
リ
松
町　
8©

　く
ろ
も
ん
ど
お
り

黒
門
通　
　あ
や
の
こ
う
じ

綾
小
路　

　あ
が上　
ル
　ま
る
や
ち
ょ
う

丸
屋
町　
9©

　あ
や
の
こ
う
じ
ど
お
り

綾
小
路
通　
　く
ろ
も
ん

黒
門　

　ひ
が
し
い
る

東
入　

　ま
る
や
ち
ょ
う

丸
屋
町　
10©
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ま
す
。

　た
ち
か
け
ま
つ

太
刀
懸
松　
　
　し
で
う
ゐ
の
く
ま

四
條
猪
熊　
の
　に
し西　
、
　
あ
た
ら
し
ま
ち

新
町　

　じ
ん
か

人
家　
の
　う
ら裏　
に
あ

り
。
　
い
に
し
へ
古　

　こ
の
と
こ
ろ

此
所　
は
　で
ん
け
う
だ
い
し

傳
教
大
師　
の
　か
い
き

開
基　
し
　た
ま給　
ふ
　て
ん
だ
い

天
台　
の
　が
ら
ん

伽
藍　
な
り
。

　し
う
ん
ざ
ん

紫
雲
山　
　こ
ん
ぽ
う
じ

金
寳
寺　
と
　が
う號　
す
。
　げ
ん
り
や
く
ぐ
わ
ん
ね
ん

元
暦
元
年　
の
　は
る春　
、
　み
な
も
と
の
よ
し
つ
ね

源
義
経　
　こ
の
て
ら

此
寺　

に
　し
ゆ
く宿　し
　た
ま給　
ひ
、
　く
ま
の

熊
野　
の
　た
ん
さ
う

湛
僧　
よ
り
　さ
づ
か授　り
し
　た

ち
太
刀　
を
　だ
う
ぜ
ん

堂
前　
の
　ま
つ松　
に
　か懸　

け
　た
ま給　
ふ
よ
り
　な名　
と
す
。
五
十
七
　だ
い代　
の
　し
ぢ
う
だ
う
ち
ん
そ
う
づ

止
住
道
珍
僧
都　
、
　し
ん
ら
ん
し
や
う
に
ん

親
鸞
聖
人　

の
　で

し
弟
子　
と
　な成　
る
。
　だ
う
し
や

堂
舎　
は
　お
う
に
ん

應
仁　
の
　ひ
や
う
か

兵
火　
に
　せ
う
ぼ
う

焼
亡　
し
、
　そ
の
の
ち

其
後　
　て
ら寺　
を
　に
し西　

六
　で
う
み
だ
う
ま
え

條
御
堂
前　
に
　う
つ遷　
し
て
　こ
ん
ぽ
う
じ

金
寳
寺　
と
　が
う號　
す
。

「
　
あ
た
ら
し
ま
ち

新
町　
」
は
、
現
在
の
黒
門
通
の
こ
と
。
か
っ
て
は
、
四
条
大
宮
の
バ
ス
・

タ
ク
シ
ー
プ
ー
ル
の
東
、
大
将
軍
ビ
ル
の
あ
た
り
に
、
切
り
株
と
熊
野
権
現

の
小
祠
が
あ
っ
た
ら
し
い
の
で
す
が
、
時
が
経
つ
と
町
名
の
由
来
も
次
第
に

定
か
で
は
な
く
な
っ
て
ゆ
く
も
の
で
す
。
移
転
し
た
と
推
定
さ
れ
る
金
宝
寺

は
、
下
京
区
新
町
通
正
面
下
ル
に
現
存
（
第
14
回
で
取
り
あ
げ
た
、
正
面

通
突
き
当
た
り
の
駒
札
の
立
っ
て
い
る
と
こ
ろ
）。

黒
門
通
は
さ
ら
に
北
上
し
ま
す
が
、
四
条
大
宮
の
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
プ
ー

ル
に
出
て
き
た
の
で
、
今
回
は
終
わ
り
に
い
た
し
ま
し
ょ
う
。
こ
の
四
条
大

宮
街
路
広
場
の
ク
ス
ノ
キ
は
、
区
民
誇
り
の
木
（
指
定
番
号
A–

06
）
に
選

ば
れ
て
い
ま
す
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

藤
田
眞
作
〔
ふ
じ
た
し
ん
さ
く
〕。
一
九
四
四
年
〔
昭
和
十
九
年
〕
北
九

州
市
生
ま
れ
。
学
生
・
大
学
助
手
と
し
て
、
十
年
間
、
京
都
で
生
活
。

工
学
博
士
を
取
得
後
、
二
十
五
年
間
、
富
士
写
真
フ
イ
ル
ム
（
株
）
足

柄
研
究
所
に
て
、
記
録
材
料
用
の
有
機
化
合
物
の
開
発
に
従
事
。
次
の

十
年
間
は
、
京
都
工
芸
繊
維
大
学
教
授
と
し
て
、
有
機
合
成
化
学
・
情

報
材
料
化
学
・
化
学
情
報
学
・
数
理
化
学
の
研
究
教
育
に
従
事
。
そ
の

か
た
わ
ら
和
菓
子
を
も
と
め
て
京
都
市
内
を
徘
徊
し
、
仁
丹
の
町
名
看

板
に
興
味
を
も
つ
。
二
〇
〇
七
年
よ
り
、
湘
南
情
報
数
理
化
学
研
究
所

(h
ttp

:/
/
x
y
m

tex
.co

m
)

を
主
宰
。

「
仁
丹
の
町
名
看
板
を
よ
す
が
に
京
め
ぐ
り
」（
第
21
回
）2010/03/17

2010/11/23

改
稿

c©
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2008,
2010

藤
田
眞
作http://xym

tex.com


